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綺 含な 各の 舎

事務局

河合町中山台 1‐ 13‐ 2高桑方

世話 入

足立安暗 大辻亜矢子

大野まゆみ 北田裕子

北田喜國 本村轟美子

高桑次郎 中村康子

本千加子

日
本
国
憲
法

第
二
章
　
戦
争
の
放
棄

第
九
条
　
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
爵
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る

威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
こ
れ
を
永
久

に
放
棄
す
る
。

前
項
の
鯛
的
を
達
成
す
る
た
め
陸
海
空
軍

そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。

国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

軍
国
主
義
が
や

っ
て
き
た

戦
争
が
廊
．下

の
奥

に
立

っ
て
る
た

渡
邊
白
泉

一
九
二
九
年
の
毎

，
二
年
後
一太
平
洋
戦
争
開
始

●

●

●

●

決め轟 ‐率毒■
=■

参議難選挙で決琴つ:すよう1

ぁべ量1轟1圭華:ま″卜!

安倍首相には若者の悩みが分かるまい ・

2000万 円不足と言われても働いて貯まるような金額ではない

国民の年金とアメリカの兵器 とどっちが大事 !

福島原発の事故のとき、原発ゼきを昼指すと言つたの1ま ウソだつた !

秘密保護法、共謀罪法など国民の権恭1を縛る法律を作つたのは、日本国

憲法の主権在民、基本的人権主義、平和主義を神えるのが目的 :

住宅街の中の危険な普天間基地を先ず開鎖すべし。基地がだ、要ならその

後で本土を含め|て 候補地を探せばよい。

消費税増税やめて !ラ ーメンさえも値上りしている.

森友疑惑に安倍夫婦が関わつていないとは誰 t)信 じていないc権力で証

拠を隠 しているだけ。国政の私物イヒの問題だ4

●

　

●

こ
う
見
え
て
も

アメリカ製 兵器の爆買い ′

F35戦闘機 42機など 1 5兆 円 (購入済み)、 イージスアアショア 2基  60
00億円、

・ F35105機 1.2兆円 無人攻撃機、早期警成機など2.8兆 F](日

米首脳会談で kつ購入予約、 護衛艦いずもの空母化
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河
合
町
議
会
の
傍
聴
に
行
こ
う

田
中

　

力

四
月
に
入

っ
て
河
合
町
長

・
町
議
選
挙
が
近
づ
い

て
来
る
と
、
連
日
の
よ
う
に
各
新
聞
に

一問
わ
れ
る

町
改
正
常
化
」
と
言
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
見
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
財
政
状
況
が
全
国
最
悪
レ
ベ
ル
に

ま
で
深
麦
化
し
て
い
る
河
合
町
の
様
々
な
課
題
が

示
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
・我
々
有
権
者
に
は

「町

の
将
来
を
託
す
べ
き
町
長
や
町
会
議
員
の
候
補
者

を
見
極
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
も

い
た
。

本
当
に
そ
の
通
り
だ
な

。
…

と
自
党

し
た
僕
は
、

こ
こ
何
年
か
に
わ
た
つ
て
の
河
劉
曜
議
会
の‐
だ
引

ｕ
潤
酬
潤
測
の‐
報
が
本
物
に
な
ら
な
い
よ
う
に
微

力
な
が
ら
も
努
力
ｔ
よ
う
と
決
意
し
た
。

噂
Ｌ
い
う
の
は
、
町
長
は
議
会
を
通
さ
ず
に
議
題

を

「専
決
議
案
」
と
し
て
提
案
す
る
し
、
議
員
の
大

半
は
何
の
意
見
を
議
会
で
述
べ
る
で
も
な
く
、
た
だ

ち
に
賛
成
に
手
を
挙
げ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
だ
。

実
の
所
、
日
常
か
ら
議
員
た
ち
の
活
動
が
低
調
な

の
で
は
な
い
か
と
尋
づ
て
も
い
た
。
定
期
的
に
“
議

会
に
つ
い
て
の
通
信
”
を
出
し
て
議
会
の
様
子
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
河
合
釘
議
員
は
ほ
ん
の
２
、　
３
人

し
か
な
く
ｔ
他
の
議
員
の
そ
れ
は
た
っ
た

一
度
の

記
憶
も
僕
に
は
な
い
。
だ
か
ら
、
普‐
，襲
が
け
観
け
潤

多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
こ

今
期
の
議
会
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
新
し
く

な
つ
た
の
で
、
町
長
も
各
議
員
の
方
々
に
も
大
い
に

や
る
気
と
責
任
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
欲
し
い
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
議
員
を
選
挙
で
選
ん
だ
町
民
に
も

責
任
が
あ
る
と
思
う
。
自
分
達
が
投
票
し
た
議
員
の

四
年
間
を
彼
ら
が
ど
の
様
に
町
政
に
関
わ
つ
で
ぐ
れ

て
い
る
の
か
観
察
を
し
、
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
か
ら
自
分
が
ま
ず
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ

に
は
出
来
る
だ
け
多
く
議
会
の
傍
聴
に
行
っ
て
、
ど

う
い
う
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
の
が

い
い
と
思
つ
た
。

そ
こ
で
僕
は
、
選
挙
期
間
中
に
配
布
さ
れ
た

「議

会
議
員
選
挙
公
報

，
や
色
ん
な
候
補
者
が
配
っ
て
く

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ン
フ
を‐
全
て
保
存
し
て
お
い

た
。
そ
れ
ら
に
は
、
各
候
補
者
の
マ
ニ
ュ
フ
エ
ス
ト

（公
約
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
各
議
員
測

自
分
銀
公
制
実
現

―こ―
理
鋼
覇
努
力
な
‐
‐
封
ｄ
が
な
見
ｄ

ａ
だ
１
ぞ
ヶ
す
れ
ば
、
自
分
の
議
会
僚
聴
の
際
に
町

政

へ
の
理
解
も
知
識
も
深
ま
る
と
も
思
う
。

今
ま
で
に
殆
ど
傍
聴
し
な
か
っ
た
僕
で
は
あ
る

が
、
今
期
の
６
丹
議
会
に
は
１０
日
、

１９
日
、　

２。
日

と
３
度
傍
聴
し
て
き
た
。
議
場
の
傍
聴
席
か
ら
は

議
員
席
が
見
下
ろ
せ
る
が
、
新
入
議
員
達
は
前
列
に

座
っ
て
い
て
や
は
り
希
望
と
や
る
気
に
浴
れ
て
お

い
で
の
感
じ
だ
っ
た
。

１０
日
は
４
議
案
と
１
報
告
案
件
が
審
議
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
質
問
や
意
見
は
１２
人
の
議
員
の
内

６
人
か
ら
あ
っ
た
が
、
ち
や
ん
と
調
べ
た
デ
ー
タ

を
元
に
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
え
た
。
中
で
も

い
つ
も
通
信
を
出
し
て
来
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
議
員

の
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
し
、〓新
人
の
一
人
は

前
回
選
挙
で
借
敗
で
あ
っ
た
だ
け
に
彼
の
質
問
は

ま
る
で
年
数
を
経
た
議
員
さ
な
が
ら
内
容
の
濃
い

も
の
で
あ
っ
た
。

町
長
の
受
け
答
え
に
は
未
だ
自
ら
の
意
思
と
意

気
が
強
ぐ
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
今
後
に

期
待
し
た
い
。　

１９
，

２。
日
は

一
般
質
問
が
行
わ
れ
た

が
、

１０
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
従
っ
て

綿
密
な
質
問
を
さ
れ
て
い
た
。
か
な
り
活
発
な
審
議

に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。
新
人
の
ト
ツ
プ
当
選
女
性

議
員
の
活
饉
も
楽
し
み
で
あ
る
。

尚
、　
２
人
の
議
員
か
ら
は
何
の
質
問
も
意
見
も

な
か
っ
た
の
は
・
・
・
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

動
向
に
僕
は
着
目
し
て
い
く
積
り
だ
。
　
ど
の
議
員

さ
ん
も
町
政
向
上
目
指
し
て
全
力
投
球
さ
れ
た
い
。
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ごうまん

安倍首相はうそ・・9き ?傲慢 ?も えヽ、両方です。

こんなことを言いました

自民党:ま結党以来強行採決をしよう

と思うたことはありません

2016年 10月 衆院予算委員会

私や私の妻が関係していることにな

れば、音相も国会議員も辞める。

はつきりと幸し上げておく。●‐
201'年 2角衆幾■算委員会

法律の説明についての私の説明は、

全く正しい。私 Iま総理大臣なんです

から

2015年 5月党首討論

議会についてはですね、私は立法府、

立法府の長であります。

2016年 5月 衆院予算委員会

自民党総裁としての考えは読売新聞

に書いてあるからそれを読んでくだ

でも本当Iよね I

首相 1ま法律の専門家で1ま ありません。

専門家でも難、しいことを、「総理大臣だから」と言う

の1よ 、国会多数の傲慢な発言です。

内閣総理大臣は行政府の長です。日本1ま 「三権分立」

で立法府め長は衆)参議院の議長で司法府の長は最高

裁判所長官です。越権発言

2006年教i育基本法改悪、2013年特定秘密保護法、2015

年安全保障関連法案、2016年公布カジノ法案 (lR法 )、

2017年共謀罪法案、2018年働き方改革法案、ほかに
|

もあるが
1全

部強行採決です。

森友学国に国有地を払い下げた一連の疑惑で昭恵夫

人が同学園の名誉会長になつていた。この発言の後、

財務言僚たちの特度発言に守られて追及を1ま ぐらか

し辞めない淳顔。

長妻議員は、予算委員会だから首相に質問していま

す。安倍首相は自民党総裁という立場と首相の立場を
|

さitヽ 。 2017年 5月 衆院予算委員会
使い分 lfて ごまか します。           ^

(籠池さん :ま)詐数を轟 く人物です 1確禅こ籠池氏:ま法外な値弓:き を要求しましたが、問題

よ。
Iま財務局の処理にあります。

12017年 10 tt T V朝 日「報通ステーシ墨 三2後
、籠池氏を長期間不法に拘留 します。    |

|

参議院選挙対策なら何でもあり?

令和最機の国賓として5月 に招聘した

トランプ大統領をゴルフ、相撲観戦、

高級焼き肉と接待外交。この裏にIま何

がある。

日米貿易交渉を巡 り「密約」

トランプ大統領のツイ=卜 で「 7月 の選挙後まで

待つてその後大きな数字を期待 している」。つま

りお互しヽの選挙協力取引だつた。

2,000万円報告書に「大バカ者だな」

1安倍首相が 3月 6日 の参院予算委員会の後。

その前から麻生財務相が「読んでいないJ

「受け取らない」「自分Iま年金を受けと

っているか知らん !」

老後資金として約 2000万 円が不足などと「年金」

が選挙の争点になつて1ま塞るのだ。

政府が諮問 した「金融審議会報告」だが、都合が

悪いか らそんな報告書はいらん。選挙前の時期を

精度できないバカ者 !と いうわけ。
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